
23

会場風景。施設名の「あてるい」は、平安時代の地元の英雄の名からとられている。

被
災
地
と
地
元
の
50
社
が

自
慢
の
商
品
を
披
露

　

会
場
と
な
っ
た
の
は
、「
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー

ク
あ
て
る
い
」。
い
わ
て
生
協
の
店
舗
で
あ
る

コ
ー
プA
terui

を
中
心
に
、
衣
料
品
店
や

ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
な
ど
が
集
積
す
る
郊
外
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
だ
。

　

南
北
に
並
ぶ
店
舗
の
前
に
あ
る
１
、４
０
０

台
分
の
大
駐
車
場
を
会
場
に
、
今
回
集
ま
っ

た
の
は
地
元
奥
州
市
と
被
災
地
な
ど
か
ら
の

約
50
社
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
慢
の
商
品
を
提

供
し
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
イ
ベ
ン
ト
と
と
も
に
、

２
日
間
に
訪
れ
た
延
べ
２
万
２
、０
０
０
人
の

人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

会
場
北
側
の
「
地
元
銘
店
ゾ
ー
ン
」
で
は
、

奥
州
市
を
拠
点
と
す
る
23
の
企
業
や
店
が
、

麺
類
や
お
に
ぎ
り
、
み
そ
、
果
物
な
ど
の
販

売
を
行
な
っ
た
。
会
場
中
央
と
南
側
の
「
被

災
地
出
店
ゾ
ー
ン
」
で
は
、
地
震
と
津
波
で

大
き
な
被
害
を
負
っ
た
沿
岸
部
の
陸
前
高
田

市
、
大お

お
つ
ち槌

町
、
山
田
町
、
宮
古
市
、
岩
泉
町
、

久
慈
地
域
、
大
船
渡
市
か
ら
25
社
が
出
店
。

海
産
物
や
そ
の
加
工
品
、
野
菜
や
果
物
、
酒
、

し
ょ
う
ゆ
、
銘
菓
な
ど
、
定
評
の
あ
る
商
品

の
販
売
を
行
な
っ
た
。

　

大
船
渡
市
か
ら
参
加
し
た
鎌
田
水
産
㈱

は
、
三
陸
沖
で
漁
業
を
営
み
、
海
産
物
や
そ

の
加
工
品
の
販
売
に
携
わ
る
。
こ
の
日
は
前

日
に
水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
サ
ン
マ
を
１

尾
１
０
０
円
で
販
売
。
被
災
し
た
沿
岸
部
で

は
漁
船
の
９
割
が
失
わ
れ
た
と
い
わ
れ
る

「カルチャーパークあてるい」が
地元奥州市と被災地の交流の舞台に
「復興支援・地産地消フェスタ」開催
いわて生協
９月10日（土）、11日（日）、
岩手県奥

おうしゅう

州市のショッピングセンター
「カルチャーパークあてるい」で、
いわて生協による
「復興支援・地産地消フェスタ」が開催された。
被災地と奥州市のさまざまな企業が集まり、
交流を深めながら
地産品をアピールした２日間を取材した。
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テ
ー
ジ
に
も
姿
を
見
せ
、「
復
興
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
の
司
会
で
は
絶
妙

な
ト
ー
ク
で
会
場
を
沸
か
せ
た
。

　

沿
岸
部
で
は
す
で
に
仮
設
住
宅
へ
の
移
転

は
終
わ
り
、
新
し
い
生
活
が
始
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
い
わ
て
生
協

の
宅
配
（
共
同
購
入
）
で
は
新
た
な
組
合
員

を
増
や
し
て
い
る
。
だ
が
、
地
元
の
産
業
復

興
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
仮
設
住
宅
で
の

自
立
し
た
生
活
を
目
指
す
も
、
失
業
給
付
が

切
れ
る
な
ど
不
安
材
料
は
少
な
く
な
い
。

　

厳
し
い
状
況
を
乗
り
切
る
た
め
、
今
ま
で

以
上
に
、
被
災
地
と
各
地
と
の
つ
な
が
り
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。（

文
・
写
真　
山
本
明
文
）

虎
を
か
た
ど
っ
た
着
ぐ
る
み
を
前
後
２
人
の

人
間
が
操
り
、
舞
台
ば
か
り
で
な
く
客
席
に

ま
で
来
て
跳
ね
回
る
。「
遊
び
虎
」「
跳
ね
虎
」

「
笹さ

さ
ば喰
み
」
と
舞
が
進
行
す
る
ほ
ど
動
き
は
激

し
く
な
り
、
そ
の
俊
敏
さ
と
力
強
さ
に
会
場

は
魅
了
さ
れ
た
。

　

全
国
大
会
で
優
勝
し
、
若
手
民
謡
歌
手
と

し
て
期
待
さ
れ
る
宮
古
市
の
小お

だ
し
ろ

田
代
直な

お
こ子
さ

ん
は
、
自
身
、
家
を
流
さ
れ
る
な
ど
被
害
に

遭
っ
た
が
、
避
難
所
を
回
っ
て
民
謡
で
被
災
者

を
元
気
づ
け
て
き
た
。
こ
の
日
は
、
地
元
で

あ
る
宮
古
の
民
謡
な
ど
を
披
露
。
最
後
に
歌
っ

た
「
明
日
へ
の
虹
…
」
は
、「
マ
リ
ン
コ
ー
プ

Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
」
の
菅
原
則
夫
店
長
が
代
表
を
務

め
る
「
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
け
あ
し
の
会
」

の
協
力
で
で
き
た
歌
だ
。
菅
原
店
長
は
、
香

木
み
き
子
さ
ん
と
共
に
作
詞
に
も
関
わ
っ
て

い
る
。
ま
た
、
菅
原
店
長
は
初
日
最
後
の
ス

に
住
む
被
災
者
に
呼
び
か
け
、
加
工
し
て
も

ら
っ
た
も
の
で
、
被
災
者
の
収
入
に
つ
な
げ

る
こ
と
も
一
つ
の
目
的
だ
。

　

フ
ェ
ス
タ
開
催
の
た
め
県
や
出
展
者
と
折

衝
し
て
き
た
、
い
わ
て
生
協
・
産
直
事
業
推

進
事
務
局
事
務
局
長
の
森も

り

雄ゆ
う
じ治
さ
ん
は
、「
被

災
地
の
方
は
、『
こ
う
し
て
人
と
会
っ
て
話
を

す
れ
ば
心
が
晴
れ
る
し
、
目
標
が
あ
れ
ば
頑

張
れ
る
』
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
回
も
そ

う
思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
、
フ
ェ
ス
タ

の
意
義
に
つ
い
て
語
る
。

地
元
の
伝
統
芸
能
な
ど
で

少
し
で
も
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い

　

会
場
西
側
に
は
特
設
の
ス
テ
ー
ジ
が
設
け

ら
れ
、
奥
州
市
と
被
災
地
の
団
体
に
よ
る
演

奏
や
演
舞
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

初
日
の
午
後
に
演
じ
ら
れ
た
の
が
、
沿
岸

部
の
釜
石
の
団
体
に
よ
る
「
釜
石
虎と

ら
ま
い舞
」
だ
。

が
、
同
社
で
は
数
隻せ

き

が
残
り
、
地
元
の
産
業

復
興
の
担
い
手
と
し
て
期
待
が
か
か
る
。

　

山
田
町
か
ら
出
店
し
た
の
が
三
陸
味
処

三み

ご

と
五
十
。
同
社
は
２
０
０
７
年
に
設
け
た
新

店
舗
を
今
回
の
津
波
と
火
災
で
失
い
、
事
業

継
続
の
道
を
絶
た
れ
た
。
だ
が
、
自
宅
を

厨ち
ゅ
う
ぼ
う房
に
改
装
し
て
、
テ
ス
ト
販
売
段
階
だ
っ

た
山
田
町
産
の
海
藻
ア
カ
モ
ク
の
つ
く
だ
煮

を
「
山
田
の
お
み
ご
と
」
と
し
て
商
品
化
に

成
功
。
こ
の
日
は
、
大お

お
す
ぎ杉

茂し
げ
お雄

社
長
自
ら
が

販
売
の
先
頭
に
立
っ
た
。

　
宮
古
市
か
ら
は
、
い
わ
て
生
協
マ
リ
ン
コ
ー

プ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
の
職
員
、
組
合
員
に
よ
る
出
店

も
あ
っ
た
。
宮
古
コ
ー
プ
（
地
区
）
の
理
事
、

香こ
う
の
き木
み
き
子
さ
ん
は
、
震
災
当
初
か
ら
マ
リ

ン
コ
ー
プ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
で
物
資
交
換
の
場
を
設

け
る
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
き

た
が
、
こ
の
日
は
ア
ワ
ビ
の
殻
を
加
工
し
た

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
販
売
。
こ
れ
は
仮
設
住
宅
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アワビの貝殻アクセサリーを売る香木みき子さん。

釜石の団体による「釜石虎舞」の力強さに会場は魅了された。

自宅を厨房に改装し、事業継続に挑む三陸味処三五十。

被災状況や現状の写真と併せ、いわて生協の復興支援活動の写真も展示された。
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